高齢者のこころのケア
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暴言・暴力が起こった時の対応

老人福祉施設など集団生活の中で認知症高齢者が暴言・暴力を振るう頻度は小さくないことが知られています。震災後の避難生活で、新たにケアをすることになったスタッフや一緒に生活する人が、認知症高齢者の暴言・暴力により、恐怖を感じたり、悲しい思いをしたりする可能性があります。場合によっては、怪我をすることもあるかもしれません。また、暴言・暴力により関係のない他の方が被害を受けないようにすることも必要です。
認知症高齢者の多くは、身の回りに起こる変化の意味を把握することが苦手になります。身辺のことが自分の思ったように出来ないためにイライラしたり自尊心が傷つきやすくなったりしている人もいます。着替えや入浴、トイレ介助などスタッフらが提供しているケア自体がきっかけとなり暴言・暴力が起こっている場合があるかもしれません。暴言・暴力は、認知症の人が思いを伝える一つの表現方法であると理解することが大切です。

しかし何のきっかけもなく暴言・暴力が出現する場合もあります。認知症による性格変化、気持ちや行動の抑制がとれてしまうことなどが原因です。こうした場合、暴力を予見したり防いだりすることは困難です。スタッフは、自分が提供したケアを省みることは大切なことですが、過剰に反省することは禁物です。
Ｓｔｅｐ１ あなたや他の入所者の安全を確保しましょう。
暴言・暴力が、あなたに向けられた時は距離感を保つようにし、一緒に生活する人たちに向けられた時には両者を引き離します。高齢者を刺激し興奮を高めないよう、静かに対応することが大切です。一人では対処しきれない暴言・暴力には、他のスタッフの助けを求めましょう。
Sｔｅｐ２　暴言・暴力の起きた原因を探りましょう。

暴言・暴力は、その人が不快と感じるものが原因となる場合が多く、オムツ交換のような具体的なものから、避難所のザワツキのような雰囲気、他の人には理解出来ない、その人独自の不快なものの場合もあります。暴言・暴力の理由を探る一つの方法は、「どうしたんですか」とお年寄り自身にたずねてみることです。お年寄りが答えてくれないときには、あなた自身で原因を探ってみましょう。他のスタッフの経験にヒントがある場合もあります。

Sｔｅｐ３　冷静な口調で改めてほしい点を伝えましょう。
暴力を受けない距離をとりながら、暴力を振るった人に改めて欲しい点を伝えましょう。叩かれた場合には、「痛いので止めて下さい」、オムツや汚物を体につけられた場合には「汚いので止めて下さい」と言うのが良いでしょう。しばらくするとあなたが伝えたことを忘れてしまう人でも、暴力を起こしたその時、その時に、その人の中に保たれている脳の健康な部分に向かい合うことは、その人の人権を尊重することになります。あなたの「止めて欲しい」というメッセージがうまく伝わらない時には、他のスタッフに伝えてもらうのも一つの方法です。お年寄りとスタッフには相性のようなものがあって、メッセージの伝わりやすい人のいる場合があります。

Sｔｅｐ４ 暴力を受けたことを他のスタッフに伝えましょう。
暴力を受けたら、他のスタッフに伝え体験と情報を共有しましょう。誰から、どういう状況で、どういう暴力を受けたのか、ケガの程度など、具体的に伝えることが大切です。出血や内出血、骨折、抜毛が起こった場合には、上司から、当人に注意するか、家族に事実を伝えます。

Sｔｅｐ５ 暴力への対応を他のスタッフと相談しましょう。
暴言・暴力は、あなたにだけではなく、他のスタッフや一緒に生活する人たちにも起こりうることです。あなたの経験をヒントに、他のスタッフと対応方法を考えましょう。上司により、暴言・暴力が認知症に起因するもので、ケアの工夫だけでは対応しきれない、という判断が下されたら精神科への受診に結びつけます。
相談窓口は、○○○です

本パンフレットは、2008年度独立行政法人福祉医療機構助成事業で作成した「精神症状を持つ認知症高齢者のための初期対応プログラム」（認知症高齢者のケア技法開発研究会）の内容の一部です。


